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・生活の向上に役立つ学力を身につけよう 

・人と自然を思いやる心を持とう 

・強い身体と正しい心で結び合おう 
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ドーハの歓喜・衝撃・伝説！ 

校長 成 瀬 剛 慈 

令和４年も残すところ１週間余。今年度もあと３ヶ月です。冬

休みや春休みには学校に来ないので、現在の学年は２ヶ月余り登

校すれば終了することになります。昨年度に引き続きコロナ禍の

影響はありましたが、今学期はある程度、教育活動を再開するこ

とができました。 

今年を振り返ると、コロナ禍、ウクライナでの戦乱、ミサイル

発射など先行き不安な、暗いニュースが目立つ中で、サッカーワ

ールドカップの話題は多くの人を笑顔にし、頑張れば何とかなる

という、勇気を私たちに抱かせてくれました。 

私は、あまりサッカーには詳しくはありませんが、今回の日本

代表監督の森保一氏のことは何年も前からファンでした。きっか

けは NHK の「プロフェッショナル」という番組です。内容はサ

ンフレッチェ広島の指揮官として、J1 で３度の優勝に導いたご

活躍を追ったドキュメンタリーで、日本代表監督になられる前で

したが、番組からは現在も変わらぬ誠実そうなお人柄が伝わり、

私には彼の魅力が強く伝わってきました。今回、森保氏が2014

年に執筆した「プロサッカー監督の仕事」という本を改めて手に

してみました。 

その中で、「現役時代、派手なプレーができない自分は常に

『コイツは下手くそだけど頑張っているな』と観ている人に伝え

られるような選手になろうと努力していた。」とのこと。「『最後

まで、粘り強く、泥臭く戦うこと』を継続し、そのようなプレー

を続けて、観ている人に『勇気』や『元気』を与えること」を目

標にしていたそうです。 

サンフィレッチェ広島の監督となってからは「負けるにしても

『負け方』がある」。「しっかり反省して、『成果と課題』を振り

返って、次に向かうことをモットーとしていた」と記述されてい

ます。 

また、逆境について。「逆境にこそ人間の本性が現れる。逆境

に立たされた時にどう振る舞うか」が大切とし「だから、僕は逆

境が嫌いではありません。自分や周囲が苦しい状況に置かれたと

きでも、普段の自分を出せるか。そこで踏ん張りがきく自分でい

られるか。それは、サッカーの指導者としてというより、一人の

人間として自分が生きていく上でのテーマとして持っているもの

です。」と書かれていました。 

帰国後のインタビューで、ご著書に書かれた内容と殆ど同じ話

をされていたのをテレビで観て、とても驚き感動しました。 

一戦一戦に国民やメディアが一喜一憂して評価がめまぐるしく

変化しても、全くぶれない強さとそれを支える哲学、これは生徒の皆さんに、これから生きてく上で是非身につけてもらいたい考

え方ですし、私たち大人も持たなければならない姿勢だと感じました。 

さて、１・２年生は学習や生活を含め今年度のまとめを、３年生は言うまでもなく３月の入試を意識して全力を傾ける時が来ま

した。 

明日から冬休みに入りますが、是非ご家庭で今年１年を振り返り、お子様が新たな志をもって新年を迎えることができますよ

う、お話しする機会をもっていただきたいと思います。今年1年大変お世話になりました。どうぞ良いお年をお迎えください。 

 



＜3年生租税教室＞ 

12 月 2 日（金）に、3 年生が社

会の授業で、「租税教室」を行いま

した。 

釧路税務署の方を講師にお招き

し、税金のしくみについて学びまし

た。グループ活動では、「国家予算」

を考え、予算確保のために、税金を

どのように使うかを話し合いまし

た。税金を増やすことで国の収入が

増えることや納税者の負担につい

て真剣に話し合っている姿が印象的でした。 

 

 

＜町研究指定公開研究会＞ 

12月 7日（水）に、「弟子屈町

研究指定校授業公開研究会」が行

われ、奥山教諭による 1年生の理

科の授業を町内の先生方に公開

しました。 

地震速報の仕組みについて説明する活動では、今まで学習

してきたことをもとに、積極的に考え、発表する姿が見られ

ました。1 年生のみなさんの頑張りが光った公開研究会とな

りました。 

 

 

 

＜3年生思春期保健講座＞ 

12 月 8 日（木）に、3 年生の保健体育の時間に、「思春期

保健講座」を実施しました。 

助産院マタニティアイの成瀬院長先生を講師にお招きし、

助産師の仕事や「生きる＝性を生きる」ことについて学び、

「大切なココロとカラダを守るために」ということを考えま

した。 

また、生命の誕生についても学び、生命の大切や子どもを

産むことの責任について、真剣に考えていました。 

さらに、産まれてきたことの素晴らしさや保護者の方の愛

情について考えるよい機会となりました。 

 

＜クリスマスコンサート＞ 

12 月 10 日（土）に、吹奏楽部が本校体育館で「クリス

マスコンサート」を開催しました。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、

入場制限をしての開催となりました。 

定期演奏会後に 3 年生が引退し、人数が少なくなりまし

たが、一生懸命練習を重ね、素晴らしい演奏を聴かせてく

れました。 

1月 14日（土）には、コーチャンフォー釧路文化ホール

で「釧路地区アンサンブルコンクール」に出場します。コン

クールでの活躍も楽しみです。 

 

 

＜3年生陶芸教室＞ 

12月 19日（月）に、3年生

の「陶芸教室」が開催されまし

た。弟子屈町教育委員会の主催

で、川湯の多夢窯の平出先生の

ご指導をいただき、卒業記念の

カップ作りに取り組みました。

ふるさとの文化に触れ、世界に

1 つしかないオリジナルカップ

を作りました。 

先生方や ALT のマイケルと

ケイも、3 年生と一緒にカップ

を作っていました。完成した作品は、公民館に展示される予

定です。保護者の皆様におかれましては、是非、ご覧くださ

い。 

 

＜学校閉庁日のお知らせ＞ 

弟子屈町教育委員会では、12 月 29 日（木）～1 月 3 日

（火）を「学校閉庁日」とし、中学校での電話はつながりま

せん。 

緊急の連絡の場合につきましては、 

弟子屈町教育委員会（482-2945） 

にご連絡いただきますようお願いいたします。 

 

 


